
若い人ほど住みやすいと感じる一方で市外居住を望む傾向がある。 中心市街地の活性化が望まれている。
・子育て・教育、地域経済、安全・生活環境、公共交通に係る取組が望まれている。

・交通の不便さや町のにぎわいのなさに住みにくさを感じている。 「人とのつながり」が重視される傾向がある。
イベントや祭り等の伝統文化が魅力と感じられている

・人口推計 R15：85,871人（社人研推計）
・人口推移 R３：96,769人 →R６：94,747人↓
・人口動態 自然増減は減少、社会増減は増加
・園 児 数 R２：2,635人 →R５：2,475人↓
・就業者数 H27：51,219人 →R２：49,883人↓
・農 家 数 H27：1,748戸 →R２：1,356戸↓
・観光客数 R３：1,747千人 →R５：2,366千人↑
・ごみ収集量 R２：22,702t        →R５：20,421t↑

①人口減少・少子超高齢社会の進行
②教育や子育てに対する関心の高まり
③インバウンド需要の回復 ④社会経済情勢の変化
⑤防災意識の高まり ⑥社会資本の老朽化
⑦地域コミュニティの維持と共生社会の実現
⑧環境問題への対応
⑨デジタル化の進展、デジタルテクノロジーとの共生

支大

①防災 災害の頻発・激甚化、情報の効率的・効果的発信 ②福祉・健康・医療 支援を要する人の課題の複雑化・複合化、地域共生社会の実現
③地域・生活 市民の主体的なまちづくり、価値観の多様化 ④子育て・教育 家庭環境に困難を抱える子供の増加、学びの場や機会の確保
⑤観光・交流・歴史・文化 観光消費の拡大、地域の魅力の発信 ⑥経済・産業 労働力不足、空き家・空き店舗のリノベーション、農林業分野における担い手不足、お茶の生産量・販売額の減少
⑦都市基盤 人口密度の維持、インフラの老朽化進行 ⑧環境・自然 ゼロカーボンシティの実現、荒廃森林や荒廃農地の増加
⑨行財政 財政の硬直化、デジタル技術の活用、ムリ・ムラ・ムダのない公共施設マネジメントの推進

資料1

まちづくりの「テーマ」（第２次総合計画後期基本計画）

・川根「雄大な自然を背景に、多彩な交流と活力を生み出す地域」 ・伊久身・大⾧「水と緑の自然に育まれたふれあい豊かな暮らしやすい地域」
・金谷「茶文化を守り伝え、多彩な交流と新たな活力を生み出す地域」 ・旧市内・大津「大井川の恵みと交通の利便性を活かした、人々が出会い歩きたくなる地域」
・六合「緑がうるおう、多様な世代が交流する暮らしやすい地域」 ・初倉 「緑と歴史が調和した、活発な交流を生み出す地域」


